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Abstract 
Successively， to investigale the characteristic and construction of the cornbustion rnethod by 
rneans of the wick Barne used for a petroleurn portable range or an oil stove， we measured the 
fuel consumption， the ternperature of Barne and cornbustion gas and the Bame heigh， and sketched 
out the construction of Barne changing the wall plates of cornbustion charnber， the distance of 
plates， the wアickheight， the oil level， the temperature and the velocity of blast air. 
This paper treats of the results obtained frorn the experiments with a two-dimension c口m-





に改作した。その燃焼器を用い， 燃焼室の穴径 (d)，燃焼室の幅 (d)，芯の高さ (h)，燃料タン
ク内の油面高さ (hル空気流速 (vα)および空気温度(ん)を広範囲に変え， これら因子の燃料消
























































































































ム A d=3.0mmO 






















図 6 燃焼室壁面穴径 (d)と火焔形状
(h = 4.5 mm， hzニ 7cm， V = 9 
mm，吸込燃焼)
度 (tp)で浮き上り火炎が生ず、る。 しかも，燃焼室壁面の穴径 (d)が大きくなると，芯上の火炎





lII.2 焼焼室壁面の穴径 (d)および (o)幅の影響









Uα= 1.1 m/s， tαニ300C
(98) 
ウイツク・フレームの特性について (第2報) 443 
消費量 (Qけは壁面の穴径 (d)および燃焼室の幅 (o)に比例して順次増加するが，穴径 (d)が大
























h二 4.5mm， hz =7 cm， d = 1.5 mmql， 





次に， 強制送風すると火炎長さ (ht)は短かく， 浮き上り火炎 (hrt)は長くなる(図 6(a)と
図-9(b)の比較)。また燃焼室内の火炎形状も中央が黄色火炎で，その周囲がブ、ルー・フレームと
なり，浮き上り火炎の基部はブルー・フレーム，上半部は黄色火炎でああるが，側面からみると
















































































































































































































(a)2Ia"055/% (o) V-a "11'% 
犠ft生
(c) va "lofllYs 
主主尭生
















hl=7 cm， h=4.5 mm， 
d=10 mm， tα=700C 
かも，その効果は芯の高さ (h)，燃焼室の幅 (o)が大きいほど顕著になるが，芯白体の改良をし
ないかぎり限界があるようである。次に，火炎におよぼす空気流速 (vα)の影響をスケッチした
のが図 19である。 図-19および図 10のNo.2，No.3， No.4の比較， No.7， No.8の比較か
ら火炎構造におよぼす空気流速の影響を知ることができるが， 図-19について説明すると次の
とおりである。
a) 空気流速がおそい場合 (vα=0.55m/s): 燃焼室内火炎は短かし燃焼室外に達しないの
でヲ浮き上り火炎も短かしいわゆるブマルー・プレムを呈し，その先端が黄色火炎で，媒も
ほとんど発生しない。














そこで，供給空気温度を 300C(ほぼ室温)から 900Cまで 200Cおきにたかめ，その影響を調
ベた。その結果を図-20，凶-21およひ|豆 22に示す。図によると燃焼室の穴径が d=3.0mmゆ
しかし燃焼室内の場合には，いずれも供給温度に比例して燃料消費量 (Qf)は増加している。







































3) 燃焼室の幅に比例して燃料消費量は増加する。 しかし，壁面の穴住 (d)が大きい場合
には幅を拡げても燃料消費量 (Qf)iこは変化が認められない。なお，強制送風燃焼では燃焼室幅
を拡げると芯上火炎が伸び，浮き上り火炎と一緒になるので媒の発生が増加する。
4) 芯の高さ (h)に比例して燃料消費量 (Qf)は増加する。とくに強制送風燃焼の場合には
顕著である。しかし，カーボンの折出も激しくなるので，いたずらに芯を高くすることは望ま
しくない。
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